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ネッ ト犯罪防止講話から学ぶこと
月 日（木）に 長野の中島直美先生から講話を聞5 24 IT

きました。

インターネットは公共の場である

「口で言う時に問題にならないことがインターネッ

トに書き込むと犯罪になる場合がある （悪口など）」

何が違うのか？

口で言う時 → その場にいた人だけの私的な空間

インターネットに書き込む → 全世界を対象とする公共の場

インターネットは自己責任の下で行うもの

携帯電話の製造番号を送ること＝自分が誰であるかを相手にさらすこと

利用規約を読まずにクリックすること＝相手の自由な利用を承諾すること

メル友募集に登録すること＝個人情報を公開すること

肖像権

携帯電話のカメラで勝手に撮影したり、その画像をインターネット上に載

せたりすることは肖像権の侵害になります。

感想文から

「悪口を書き込むことが犯罪になるとは知らなかった」

「利用規約を読まないで をクリックしていました」OK
「自分とは関係ないと思っていましたが、意外に身近な問題だとわかりま

した」

便利なものだからこそ注意して使わなければならないことを学びました。

食生活と学習意欲
小学校高学年の児童を対象とした朝食実態調査（ ヶ月1

間児童が食べた朝食を調査したもの）では、朝食に栄養を

バランスよく食べた児童の方が、学習意欲が高いという結

果が出たそうです。

私たちはいろいろな形で自分に水や肥料を与え、自分自

身を育てています。経験という栄養を与えて育つ、精神的な成長は目に見え

にくいものですが、食事を食べることにより成長する肉体ははっきりと目に

見えます。さらに、食生活が充実することにより、必要な栄養が脳を中心と

する全身に行き渡り、いろいろなことをやろうとする意欲につながってくる

のです。意欲のもととなるエネルギーを自分自身の手で十分に与えることが

大切です。


